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旧
約
聖
書
か
ら
題
材
を
え
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
口
承
文
芸

于
　
　
暁
　
飛
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一
、
は
じ
め
に

　

ホ
ジ
ェ
ン
族
は
、
口
承
文
芸
イ
マ
カ
ン
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
語

り
」と「
謡
い
」を
交
互
に
織
り
交
ぜ
て
物
語
を
展
開
す
る
長
編
叙
事
詩
で
、

全
部
を
演
ず
る
と
数
夜
を
要
す
る
。
イ
マ
カ
ン
の
多
く
は
、
英
雄
モ
ル
ゲ

ン
と
女
性
が
変
身
し
た
神
鷹
コ
リ
が
活
躍
す
る
内
容
で
あ
る
。
一
九
三
〇

年
代
初
頭
、
凌
純
声
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
風
俗
・
習
慣
を
調
査
し
た
際
に
、

同
族
に
口
伝
さ
れ
て
い
る
物
語
十
九
編
の
「
語
り
」
と
「
謡
い
」
に
実
際

に
接
し
、
漢
語
に
訳
し
て
内
容
を
記
録
し
た
［
凌
純
声
一
九
三
四
年 
頁

二
八
一
―
六
九
四
］。
彼
は
こ
れ
ら
を
「
赫
哲
故
事
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

一
九
五
〇
年
代
の
調
査
［
劉
忠
波　

一
九
八
一
年
］
で
い
わ
れ
て
い
る
「
イ

マ
カ
ン
」（
英
雄
叙
事
詩
）
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
物
語
十
九
編
の
最
後
の
一
編
は
「
ナ
ウ
オ
ン
バ

ル
ジ
ュ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
凌
純

声
に
よ
る
と
、
話
の
筋
は
旧
約
聖
書
創
世
記
三
七
章
―
五
〇
章
に
あ

る
「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」

が
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
口
承
文
芸
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
（
た
だ
し
、
一
九
八
〇
年
代
の
調
査
［
黒
龍
江
省
民
間
文
芸
家
協
会　

一
九
九
七
、一
九
九
八
年
］
で
は
、
こ
の
物
語
の
存
在
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
）。

　

わ
た
く
し
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
故
地
で
あ
る
哈
尔

宾
、
佳
木
斯
、
饶
河
、
四
排
、
同
江
、
街
津
口
、
八
岔
な
ど
の
地
域
に
赴

き
、
同
地
域
に
居
住
す
る
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
二
〇
名
に
直
接
面
接
し
、

一
九
三
〇
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
お
け
る
民
間
芸

能
の
あ
り
よ
う
、
識
字
率
の
程
度
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
の
知

識
の
普
及
度
な
ど
に
つ
い
て
聴
き
取
り
調
査
を
す
る
機
会
を
得
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
は
た
し
て
こ
の
「
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
・
シ
ャ
ー

マ
ン
」
が
、
凌
純
声
の
指
摘
す
る
よ
う
に
旧
約
聖
書
創
世
記
三
七
章
―

五
〇
章
の
「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
か
を
、
こ

の
調
査
か
ら
得
た
知
見
を
基
礎
に
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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二
、「
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
あ
ら
す
じ

　

凌
純
声
は
、
十
九
編
の
物
語
を
採
録
す
る
に
際
し
て
、
対
象
と
な
っ
た

物
語
を
誰
が
（
演
者
の
氏
名
）、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
、
か
つ
何
語
で
（
漢

語
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
、
満
州
語
）
謡
い
語
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
僅
か
の
例

外
を
除
き
記
録
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
い
ま
本
稿
で
考
察
し
よ
う

と
し
て
い
る
十
九
番
目
の
物
語
「
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
」

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
点
は
す
べ
て
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
物
語
に
つ

い
て
彼
の
注
釈
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
題
名
「
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
・

シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
「
バ
ル
ジ
ュ
ン
」
が
神
仙
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
を
、ま
た
「
ナ

ウ
オ
ン
」
が
、弟
、少
年
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
る
［
凌

純
声
一
九
三
四
年　

頁
六
五
八
］。

　

さ
て
、
物
語
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）	

混
同
江
の
北
岸
に
ガ
メ
ン
村
が
あ
り
、二
千
人
余
が
住
ん
で
い
た
。

村
に
住
む
カ
ム
ツ
ハ
ン
と
い
う
少
年
は
、
十
二
歳
の
と
き
重
い
病

気
に
な
っ
た
が
、ア
カ
ハ
・
シ
ャ
ー
マ
ン
に
病
気
を
治
し
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
後
、
彼
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
能
力
を
得
た
。

	

　

ア
カ
ハ
・
シ
ャ
ー
マ
ン
に
つ
い
た
神
は
、長
白
山
の
洞
窟
に
帰
っ

た
。（
注
―
こ
の
点
は
道
教
的
色
彩
が
強
い
）

（
２
）	

カ
ム
ツ
ハ
ン
は
、
ル
オ
エ
ン
を
妻
と
し
、
九
人
の
男
子
、
一
人
の

女
子
を
え
た
。
名
は
、
長
男
が
ク
ル
ン
ド
、
次
い
で
イ
シ
ェ
ン
、

フ
リ
ン
、
ラ
ン
ガ
、
ウ
ラ
ブ
、
カ
シ
ェ
ン
、
ダ
レ
ン
、
カ
カ
シ
、

最
後
に
九
男
が
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
。
娘
は
バ
エ
ン
・
ム
ツ（
裕

福
な
娘
の
意
）
で
あ
る
。

	

　

父
は
末
の
息
子
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
を
溺
愛
し
、
そ
の
た
め

兄
達
は
、
末
弟
を
嫉
妬
す
る
。

（
３
）	

近
く
の
村
チ
ミ
エ
ン
の
村
長
シ
チ
ア
ン
に
は
息
子
が
二
人
、
娘
が

一
人
い
た
。
シ
チ
ア
ン
の
次
男
の
シ
ジ
ン
ブ
は
、
バ
エ
ン
・
ム
ツ

を
見
初
め
手
篭
め
に
す
る
。
父
は
怒
る
が
二
人
は
好
き
合
っ
て
い

る
の
で
結
婚
さ
せ
、
更
に
村
長
の
娘
と
兄
弟
の
一
人
が
婚
約
し
た

（
注
―
交
換
婚
は
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
風
習
で
あ
る
）。

	

　

長
兄
は
、
村
長
の
息
子
が
乱
暴
し
た
こ
と
を
怒
り
、
結
婚
式
帰

り
の
村
長
一
家
の
船
に
穴
を
開
け
、
船
を
沈
め
て
全
員
を
殺
し
、

復
讐
を
果
た
す
。（
注
―
挿
入
話
）

（
４
）	

父
は
兄
達
八
人
に
山
で
羊
を
放
牧
さ
せ
た
。
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ

ン
も
十
四
歳
に
な
る
と
、
時
々
放
牧
に
行
か
さ
れ
た
が
、
兄
達
の

過
失
を
す
ぐ
両
親
に
報
告
し
た
。
父
は
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン

だ
け
に
良
い
服
を
与
え
た
。

	

　

ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
、
自
分
の
刈
り
取
っ
た
草
束
に
む

か
っ
て
、
他
の
兄
達
が
刈
り
取
っ
た
草
束
が
倒
れ
掛
か
る
夢
を
見

た
。
さ
ら
に
、父
の
馬
と
兄
達
の
馬
九
頭
が
、ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ

ン
の
馬
の
前
に
膝
を
つ
い
た
夢
を
み
た
。
そ
れ
を
親
や
兄
達
に
話

す
と
、
兄
達
は
一
層
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
を
恨
ん
だ
。

	

　

あ
る
と
き
、
兄
達
は
遠
く
へ
放
牧
に
行
っ
た
の
で
、
父
は
ナ
ウ
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オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
に
兄
達
の
様
子
を
見
に
行
か
せ
た
。

（
５
）	

長
兄
は
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
を
殺
し
、
井
戸
に
落
と
し
、
獣

に
食
わ
れ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
提
案
す
る
が
、
次
兄
が
殺
す
こ
と

に
反
対
し
、服
を
剥
い
で
井
戸
に
落
と
す
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
へ
ア
イ
ホ
イ
人
の
商
人
が
通
り
か
か
っ
た
の
で
そ
の
商
人
に

ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
を
売
り
飛
ば
し
た
。
そ
し
て
、
服
に
羊
の

血
を
付
け
て
も
っ
て
帰
り
、
父
に
は
、
末
弟
は
「
獣
に
食
わ
れ
て

死
ん
だ
」
と
報
告
し
た
。

（
６
）	

ア
イ
ホ
イ
人
の
商
人
は
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
を
ク
イ
エ
国
の

軍
人
ド
ハ
テ
に
売
り
渡
し
た
。ク
イ
エ
国
の
領
地
は
広
く
豊
か
で
、

国
王
は
ミ
ル
シ
ャ
ン
と
い
う
。
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
勤
勉
で

あ
っ
た
の
で
主
人
か
ら
信
頼
さ
れ
、
家
中
の
こ
と
を
一
切
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
有
能
で
美
男
で
も
あ
っ
た
の
で
、
女
達
は
皆
彼
を
好

ん
だ
。

	

　

主
人
の
妻
ロ
ン
タ
ン
ア
イ
エ
は
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
を
誘
惑

す
る
が
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
相
手
に
し
な
か
っ
た
。

	

　

あ
る
と
き
、
部
屋
で
主
人
の
妻
は
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
の

服
の
裾
を
つ
か
み
、
誘
惑
し
て
離
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
仕
方
な
く
服
を
脱
い
で
逃
げ
出
し

た
が
、
主
人
の
妻
は
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
に
乱
暴
さ
れ
た
と

訴
え
、
そ
の
た
め
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

	

　

牢
番
ア
ヤ
バ
ト
は
優
し
い
人
で
、
事
情
を
聞
い
て
同
情
し
、
牢

内
の
管
理
を
ま
か
せ
た
。

（
７
）	

父
に
つ
い
て
い
た
シ
ャ
ー
マ
ン
神
が
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
の

身
体
に
乗
移
り
、
父
の
声
で
し
ゃ
べ
り
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン

は
予
知
能
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

	

　

役
人
の
イ
リ
ブ
が
上
司
に
進
言
し
た
た
め
牢
に
い
れ
ら
れ
た
と

き
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
彼
を
世
話
し
て
や
っ
た
。
あ
る
と

き
、
イ
リ
ブ
は
、「
室
内
が
火
事
に
な
り
、
少
年
が
突
然
入
っ
て

き
て
、
縄
を
自
分
に
巻
き
つ
け
、
室
外
に
放
り
出
し
た
」
と
い
う

夢
を
見
た
。
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
火
事

の
夢
は
吉
夢
で
あ
り
、
牢
を
ま
も
な
く
出
る
こ
と
が
で
き
る
と
判

断
し
た
。
そ
の
判
断
が
的
中
し
て
イ
リ
ブ
は
す
ぐ
に
牢
を
出
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
出
た
あ
と
彼
は
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
の
こ

の
夢
判
断
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

	

　

し
ば
ら
く
し
て
、
ク
イ
エ
国
の
王
メ
イ
ル
シ
ャ
ン
は
、
夢
を
見

た
。「
公
園
に
三
本
の
梨
の
木
が
あ
り
、
白
い
花
が
満
開
で
あ
っ

た
が
、
突
然
南
風
が
吹
き
、
花
を
散
ら
し
、
木
も
枯
れ
て
し
ま
っ

た
。
風
が
止
ん
だ
あ
と
、
木
に
再
び
芽
が
で
て
、
花
が
咲
い
た
が
、

少
な
か
っ
た
」
と
い
う
夢
だ
っ
た
。
誰
も
こ
の
夢
の
意
味
を
わ
か

る
者
が
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
イ
リ
ブ
は
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
王
に
彼
を
推
薦
し
た
。

	
　

牢
か
ら
出
さ
れ
た
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
、
王
の
こ
の
夢
を

「
三
年
豊
作
の
後
、
三
年
旱
魃
」
の
夢
と
判
断
し
た
。
王
は
、
彼

を
大
臣
に
し
て
、国
政
を
任
せ
た
。
彼
は
三
年
間
食
料
を
蓄
え
た
。
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四
年
目
に
旱
魃
が
起
こ
り
、伝
染
病
が
流
行
っ
た
が
、彼
は
シ
ャ
ー

マ
ン
の
力
（
ア
ハ
・
マ
フ
ァ
：
病
気
治
療
神
）
で
治
し
、
食
料
を

配
給
し
た
。
王
は
「
彼
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
使
い
で
あ
り
、
今
後
は

彼
を
王
の
補
佐
官
と
し
、全
て
を
彼
に
ま
か
せ
る
」
と
宣
言
し
た
。

（
８
）	

王
は
、
王
妃
の
兄
の
娘
を
彼
に
娶
わ
せ
た
。
二
年
目
は
更
に
旱
魃

は
酷
か
っ
た
が
、
蓄
え
た
食
糧
の
お
か
げ
で
国
民
は
飢
餓
を
免
れ

た
。
他
国
か
ら
も
食
料
を
借
り
に
来
た
。

	

　

ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
が
倉
庫
の
食
料
を
貸
し
与
え
て
い
た
日

に
、
次
兄
を
除
く
七
人
の
兄
が
食
料
を
借
り
に
来
た
。
ナ
ウ
オ
ン

バ
ル
ジ
ュ
ン
は
懐
か
し
く
思
っ
た
が
、自
分
の
正
体
を
明
か
さ
ず
、

彼
ら
を
ス
パ
イ
で
な
い
か
と
詰
問
し
た
。
兄
達
は
弁
明
し
、
も
と

も
と
自
分
ら
は
九
人
兄
弟
で
、
も
う
一
人
の
兄
弟
は
家
に
お
り
、

末
弟
は
い
な
い
と
説
明
し
た
。
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
、
彼
等

が
次
兄
を
連
れ
て
き
た
ら
ス
パ
イ
で
な
い
こ
と
を
信
じ
る
と
い

い
、
五
番
目
の
兄
を
人
質
と
し
て
残
さ
せ
、
他
の
兄
達
に
食
料
を

与
え
、
そ
の
食
料
袋
に
代
金
を
戻
し
て
も
た
せ
た
う
え
家
に
帰
し

た
。
家
に
帰
っ
た
兄
弟
達
は
、何
が
あ
っ
た
か
を
父
に
説
明
し
た
。

（
９
）	

半
月
後
、
ま
た
食
料
が
尽
き
た
の
で
、
残
り
の
兄
達
は
全
員
で
ク

イ
エ
へ
食
料
を
買
い
に
行
き
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
の
前
に
跪

い
た
。
そ
こ
で
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
、
初
め
て
正
体
を
明
か

し
た
。
兄
達
は
謝
る
が
、
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
自
分
は
父
の

シ
ャ
ー
マ
ン
神
が
つ
い
た
お
か
げ
で
出
世
が
で
き
た
の
だ
と
話

し
、
家
族
全
員
が
こ
こ
へ
移
り
住
む
よ
う
に
説
い
た
。
王
は
、
ナ

ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
の
行
い
を
誉
め
た
。
兄
達
は
父
母
を
連
れ
て

き
て
、
定
住
し
た
。

	

　

ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
は
更
に
一
人
妻
を
貰
い
四
人
の
子
供
を

も
う
け
た
。兄
達
に
も
子
供
が
多
く
、一
家
は
大
き
な
氏
族
と
な
っ

た
。
父
親
が
死
ん
だ
と
き
、
王
が
参
列
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
旧
約
聖
書
創
世
記
に
お
け
る
神
ヤ
ハ
ウ
エ

イ
が
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
信
仰
対
象
の
シ
ャ
ー
マ
ン
神
に
置
き
か
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
当
然
の
相
違
点
、
フ
ァ
ラ
オ
や
王
、
あ
る
い
は
給
仕
長
や
役

人
の
見
た
夢
の
内
容
の
違
い
と
い
っ
た
瑣
末
の
点
を
除
け
ば
、
二
つ
の
物

語
は
「
あ
ら
す
じ
」
に
お
い
て
も
「
デ
ィ
テ
イ
ル
」
に
お
い
て
も
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
あ
る
。

　

距
離
的
に
隔
絶
し
た
二
つ
の
異
な
る
地
域
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
相

似
し
た
物
語
が
相
互
に
関
係
な
く
民
間
伝
承
ー
そ
れ
も
一
つ
の
部
族
の
起

源
に
関
す
る
伝
承
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
と
し
て
は
ま

ず
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
物
語
の
間
に
見
ら
れ
る
こ
の
内
容

の
顕
著
な
相
似
性
は
、
創
世
記
ヨ
セ
フ
の
物
語
が
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
伝
播
し
、

同
族
な
り
の
最
小
限
の
変
容
・
翻
案
を
経
な
が
ら
赫
哲
故
事
と
し
て
演
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
強
く
推
察
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

凌
純
声
の
指
摘
は
、
こ
の
内
容
の
相
似
性
の
点
で
、
か
な
り
の
説
得
性
を

有
す
る
。
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三
、
伝
播
の
経
路
に
関
す
る
検
証

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
ホ
ジ
ェ
ン
族

　

し
か
し
、
凌
純
声
の
右
の
指
摘
が
真
に
検
証
さ
れ
る
た
め
に
は
、
単
に

内
容
の
相
似
性
が
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
伝
播
の
経
路

に
関
す
る
検
証
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
旧
約
聖
書
に
あ
る
物
語
が

ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
へ
と
伝
承
さ
れ
、
定
着
し
、
イ
マ
カ
ン
と
し
て
演
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
路
の
検
証
が
客
観
的
に
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
の
前
提
と
な
る
の
は
、
広
く
は
中
国
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
の
布
教
の
歴
史
で
あ
り
、
よ
り
狭
く
は
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
と
キ

リ
ス
ト
教
と
の
接
点
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
ず
中
国
（
清
朝
）
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
歴
史
で
あ
る
が
、

一
六
〇
一
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
北
京
を
訪
れ
万

暦
帝
に
謁
見
し
た
こ
と
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
以
来
、
中
国
に
お
け
る

初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
は
も
っ
ぱ
ら
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
。
同
会
は
中
国
社
会
に
伝
統
的
な
祭
天
、
祀
孔
、
崇
祖
の
儀
式
参
加

な
ど
を
習
俗
に
属
す
る
非
信
仰
的
行
為
と
し
て
容
認
し
つ
つ
、
西
欧
の
進

ん
だ
科
学
知
識
を
背
景
に
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
や
が

て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
と
ド
ミ
ニ
コ
会
が
布
教
に
参
加
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
、

イ
エ
ズ
ス
会
が
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
こ
れ
ら
祭
天
等
の
儀
式
参
加
を
認
め

て
い
る
の
は
信
仰
上
誤
り
で
あ
る
と
い
う
「
典
礼
問
題
」
が
提
起
さ
れ
、

一
六
三
七
年
、
中
国
の
因
習
と
の
妥
協
に
反
対
す
る
両
会
の
宣
教
師
た
ち

が
中
国
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
七
一
五
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
が
最

終
的
に
両
会
の
方
針
を
支
持
す
る
に
至
っ
て
、
康
煕
帝
、
雍
正
帝
に
よ
る

キ
リ
ス
ト
教
の
迫
害
や
禁
教
が
始
ま
っ
た
（
一
七
二
三
年
、
宣
教
師
を
マ

カ
オ
に
追
放
。
一
七
二
四
年
、
雍
正
帝
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
全
面

禁
止
）。
そ
し
て
そ
の
後
の
一
世
紀
あ
ま
り
、
つ
ま
り
一
八
五
三
年
の
天

津
条
約
、
一
八
六
〇
年
の
北
京
条
約
ま
で
、
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
は
途
絶
し
た
。　

　

ホ
ジ
ェ
ン
族
の
居
住
す
る
地
域
周
辺
に
お
い
て
は
、
一
八
五
八
年
の
ア

イ
グ
ン
条
約
に
よ
り
ア
ム
ー
ル
河
以
北
が
ロ
シ
ア
領
と
さ
れ
、
沿
海
州
は

露
清
共
同
管
理
と
な
り
、
同
地
域
に
は
ロ
シ
ア
人
の
た
め
の
ギ
リ
シ
ャ
正

教
の
教
会
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
特
殊
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
東
北
地
方
で
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
派
が
、
一
八
七
八

年
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
十
九
人
を
擁
し
、
教
会
三
六
、
小
学
校
四
八
校

を
建
築
し
て
い
る
。
信
者
数
は
同
年
が
九
七
九
二
人
、
一
八
八
四
年
に

は
、
一
万
二
千
五
百
三
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
前
に
は
、
教

会
四
二
、
中
国
人
お
よ
び
外
国
人
の
宣
教
師
三
一
人
に
な
り
、
信
者
数
は

一
万
七
千
五
百
人
に
達
し
て
い
る
。
吉
林
省
と
黒
龍
江
省
で
は
、
教
会

二
七
、宣
教
師
十
三
人
、信
者
九
千
人
で
あ
っ
た
。プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
は
、

一
八
六
七
年
に
牛
庄
に
教
会
を
開
き
、
一
八
七
六
年
に
は
、
奉
天
に
英
国

長
老
派
教
会
分
会
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
一
年
に
東
北
地
方
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
は
二
百
人
で
あ
る
が
、
一
八
九
五
年
の
奉
天
に
お
け

る
教
会
数
は
百
以
上
、
一
八
九
六
年
の
信
者
は
五
千
八
百
人
、
一
八
九
八
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年
に
は
一
万
九
千
六
百
人
に
増
加
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
東
北
進

出
は
比
較
的
遅
く
、
一
八
九
六
年
ハ
ル
ビ
ン
で
最
初
の
教
会
が
開
設
さ
れ

次
い
で
、
沈
陽
、
旅
順
に
教
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
次
第
に
そ
の
数
を
増

加
さ
せ
た
［
李
治
亭
主
編　

二
〇
〇
三
年　

頁
五
九
一
―
五
九
五
］。

　

饶
河
県
誌
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
で
キ
リ
ス
ト
教
が
制
約
さ

れ
、
沿
海
州
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
朝
鮮
人
が
多
数
中
国
に
流
入
し
た
。

一
九
二
五
年
抚
远
県
四
平
山
の
朝
鮮
八
村
に
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
建
物
が

で
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
に
よ
り
治
安
維
持
を
図
っ
た
。
県
内
五
箇
所

に
教
会
が
建
て
ら
れ
、
牧
師
は
五
人
、
信
者
は
二
百
人
で
、
長
老
派
に
属

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
後
、
日
本
軍
の
侵
攻
と

抗
日
運
動
が
起
こ
り
、
そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
下
で
キ
リ
ス
ト
教
活
動

は
衰
退
し
、
一
九
三
八
年
に
は
活
動
停
止
を
宣
言
、
牧
師
と
信
者
は
離
散

す
る
に
至
っ
た
［
姚
中
縉　

一
九
九
二
年　

頁
一
六
三
］。

　

同
江
市
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
一
九
三
四
年
の
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
は

十
六
人
と
あ
る
。［
呉
文
孝
主
編
一
九
九
三
年　

頁
五
〇
三
―
五
〇
四
］

　

全
体
の
流
れ
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
決
し
て
低
調
で
あ
る
と
も
い
え

な
い
が
、
そ
の
中
で
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
と
キ
リ
ス
ト
教
の
繋
が
り
は
、
入
信

の
レ
ベ
ル
で
は
極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

二
〇
〇
六
年
八
月
に
、
わ
た
く
し
が
同
江
の
尤
志
賢
や
街
津
口
、
八
岔

等
に
住
む
七
〇
歳
以
上
の
ホ
ジ
ェ
ン
人
に
面
接
し
て
、
そ
の
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
の
記
憶
で
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
中
に
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
い
た
か
否
か

を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答
え
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
信
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
、
ま
た
、
宗
教
の
性
質
か
ら
い
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
状
況
が
短
期
間
の
う
ち
に
激
変
す
る
と
は
考
え
に
く
い
か

ら
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
２
）
旧
約
聖
書
の
漢
訳

　

聖
書
の
漢
語
訳
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
所
属
の
宣
教
師
バ
ッ
セ
が
漢
訳

し
た
新
約
聖
書
（
福
音
書
以
下
ヘ
ブ
ル
書
一
章
ま
で
）「
四
史
攸
編
」
が

は
じ
め
で
あ
る
。
彼
は
一
六
八
九
年
に
広
東
に
着
き
、
中
国
各
地
で
布
教

し
た
（「
四
史
攸
編
」
の
写
本
は
、
大
英
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
）。

そ
の
後
、
一
八
二
三
年
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
モ
リ
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
ロ

ン
ド
ン
伝
道
会
の
ミ
ル
ン
の
協
力
の
も
と
に
、
旧
約
聖
書
も
含
め
た
「
神

天
聖
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
旧
約
聖
書
の
最
初
の
漢
語
訳
の
出

版
と
な
る
。
こ
の
「
神
天
聖
書
」
に
つ
い
て
は
改
訂
、
改
訳
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
一
八
五
二
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
ら
に
よ
っ
て

新
約
聖
書
が
、
ま
た
一
八
五
四
年
に
は
旧
約
聖
書
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
聖
書
教
会
か
ら
は
、
一
八
五
九
年
に
新
約
聖
書
、

一
八
六
二
年
に
旧
約
聖
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
［
鈴
木
範
久　

二
〇
〇
六

年
］。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
十
九
世
紀
中
葉
こ
ろ
に
は
、
漢
語
に
訳
さ
れ

た
旧
約
聖
書
が
数
種
類
出
版
さ
れ
て
い
た
状
況
で
、
そ
の
後
、
時
代
が
下

る
と
と
と
も
に
そ
れ
ら
が
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
わ
た
く
し
が
、
一
九
三
〇
年
山
東
省

文
登
に
生
れ
、
一
九
三
一
年
家
族
と
と
も
に
饒
河
県
に
移
住
し
て
き
て
、
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現
在
は
饶
河
県
誌
編
集
者
を
務
め
て
い
る
姚
中
縉
に
面
接
し
て
、
漢
語
訳

の
聖
書
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、「
移
住
し
て
き

た
子
供
の
頃
は
朝
鮮
人
、
ロ
シ
ア
人
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
多
か
っ
た
。
そ

の
と
き
初
め
て
中
国
語
の
聖
書
を
見
た
。
そ
れ
は
大
き
な
繁
体
字
で
、持
っ

て
い
た
人
は
五
、六
〇
歳
の
女
性
だ
っ
た
。
そ
の
女
性
の
お
爺
さ
ん
は
山

東
省
の
出
身
で
、
ロ
シ
ア
領
地
で
農
作
し
て
い
た
の
で
、
ロ
シ
ア
語
が
で

き
た
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
３
）
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
の
読
書
能
力

　

し
か
ら
ば
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
は
、
こ
の
漢
語
訳
の
旧
約
聖
書
を
読

む
こ
と
が
出
来
た
か
、
彼
ら
の
当
時
の
識
字
率
や
読
書
能
力
は
ど
の
程
度

で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
一
九
五
七
、一
九
五
八
年
に
実
施
さ

れ
た
少
数
民
族
の
社
会
歴
史
調
査
［
劉
忠
波　

一
九
八
一
年　

頁
一
一
〇

―
一
一
六
］
を
参
照
す
る
と
、
街
津
口
で
は
、
清
朝
末
期
か
ら
中
華
民
国

初
期
に
七
四
才
の
人
は
私
塾
四
年
、
六
二
才
の
人
は
私
塾
一
年
、
小
学
校

四
年
、
六
一
才
の
人
は
小
学
校
三
年
の
漢
語
の
教
育
を
受
け
て
い
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
一
九
三
〇
年
当
時
の
三
、

四
〇
才
の
人
は
、
漢
訳
聖
書
や
漢
語
の
本
を
読
む
能
力
を
当
然
持
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、一
九
五
八
年
に
お
け
る
四
排
の
調
査
で
は
、清
朝
末
期
に
ホ
ジ
ェ

ン
族
に
満
文
を
教
え
る
た
め
ホ
ジ
ェ
ン
族
居
住
地
に
学
校
を
作
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
村
の
役
人
「
ハ
フ
ァ
ン
」「
ブ
シ
ュ
ク
」
や
少
数
の
裕
福
な

家
の
子
弟
が
学
校
へ
行
っ
た
の
で
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
は
満
文
を
読
む
こ

と
も
で
き
た
と
い
う
。［
劉
忠
波　

一
九
八
一
年
頁
二
七
四
―
二
七
五
］（
満

文
の
「
尼
山
薩
満
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
）

　

二
〇
〇
六
年
八
月
、
わ
た
く
し
が
、
名
イ
マ
カ
ン
謡
い
手
で
あ
る
葛
徳

勝
の
長
男
、
葛
忠
厚
（
一
九
三
五
年
黒
龍
江
省
富
錦
県
生
れ
）
に
父
親
の

思
い
出
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
父
は
本
を
読
む
の
が
好
き
で
、
家
で
「
三

国
演
義
」
や
「
七
侠
五
義
」
な
ど
中
国
語
の
歴
史
小
説
を
愛
読
し
て
い
た
。

よ
く
貸
本
屋
か
ら
本
を
借
り
て
き
て
読
ん
で
い
た
。
凌
純
声
の
本
を
所
有

し
て
い
た
。」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々

の
読
書
能
力
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

葛
徳
勝
（
一
九
一
一
―
一
九
九
九
）
の
自
伝
［
葛
徳
勝　

頁
二
二
二
―

二
八
九　

黒
龍
江
民
間
文
学
二
〇
］
で
は
、
そ
の
生
い
立
ち
の
こ
と
が
次

の
よ
う
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
葛
徳
勝
は
、
黒
龍
江
省
富
錦
県
に
生
ま
れ
、
八
歳
頃
か
ら

イ
マ
カ
ン
を
聞
き
始
め
て
、
十
一
歳
頃
に
は
イ
マ
カ
ン
一
篇
語
り
謡
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
解
放
前
は
生
活
が
苦
し
く
て
謡
え
ず
、
解
放

後
は
仕
事
が
忙
し
く
て
謡
え
な
か
っ
た
。
弟
は
上
手
な
謡
い
手
で
あ
っ
た

が
、
早
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
葛
徳
勝
が
謡
い
始
め
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
、
民
族
の
伝
統
的
な
文
化
を
消
滅
か
ら
救
う
運
動
が
広

が
り
、
子
供
の
と
き
に
覚
え
た
五
編
の
イ
マ
カ
ン
を
謡
っ
た
。
葛
徳
勝
の

祖
父
は
満
州
語
も
出
来
た
。
八
歳
か
ら
父
と
共
に
狩
を
し
て
、
猟
の
キ
ャ

ン
プ
で
イ
マ
カ
ン
を
聞
き
、
村
に
帰
り
猟
を
祝
し
て
夜
皆
が
集
ま
り
、
各

人
が
イ
マ
カ
ン
を
披
露
し
た
。
父
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
人
が
文
字
を
読
め
な
い

こ
と
を
心
配
し
、
九
歳
の
と
き
葛
徳
勝
を
近
く
の
寺
子
屋
に
通
わ
せ
字
を
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習
わ
せ
た
。
二
年
間
で
九
ヶ
月
位
勉
強
し
た
。
一
九
五
八
年
―
一
九
六
〇

年
、
呼
蘭
に
あ
る
共
産
党
幹
部
学
校
で
三
年
間
、
数
学
、
ピ
ン
イ
ン
、
農

業
知
識
、
化
学
、
文
化
の
教
育
を
受
け
試
験
に
合
格
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
自
伝
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
マ
カ
ン
の
謡
い
手
の
中
に
は
こ
の

葛
徳
勝
の
よ
う
に
、
漢
字
が
読
め
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
読
書
に
堪
能
で
、

数
学
や
化
学
な
ど
も
勉
強
し
た
人
が
い
た
の
で
あ
る
。

（
４
）「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」
伝
播
経
路
の
検
討

　

そ
こ
で
、「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」
の
よ
う
な
聖
書
の
物
語
が
ホ
ジ
ェ
ン
族

や
漢
族
の
人
々
に
伝
播
さ
れ
る
経
路
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
に
は
、
二

つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
つ
は
宣
教
師
が
、
布
教
の
際
に
旧
約
聖
書
に
あ
る
こ
の

物
語
を
訳
し
て
聞
か
せ
た
経
路
で
あ
り
、
他
は
、
旧
約
聖
書
が
漢
語
（
あ

る
い
は
満
州
語
）
に
翻
訳
さ
れ
て
出
版
さ
れ
、
そ
れ
を
人
々
が
読
ん
だ
経

路
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、前
述
し
た
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
歴
史
、ホ
ジ
ェ

ン
族
の
人
々
の
中
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
自
体
の
浸
透
の
薄
さ
、
一
方
に
お
け

る
漢
訳
旧
約
聖
書
の
比
較
的
早
く
（
十
九
世
紀
前
半
）
か
ら
の
普
及
の
事

実
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
の
あ
る
程
度
の
識
字
率
や
読
書
能
力
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
経
路
の
う
ち
後
者
の
経
路
、
つ
ま
り
、
漢
語

に
翻
訳
さ
れ
た
旧
約
聖
書
を
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
が
読
ん
だ
と
い
う
経
路

の
ほ
う
が
、
事
実
に
合
致
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
七
二
四
年
に
途
絶
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
再
開
さ
れ
る

一
八
六
〇
年
こ
ろ
か
ら
、
凌
純
声
が
「
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ー

マ
ン
」
を
採
取
し
た
一
九
三
四
年
ま
で
の
間
の
年
月
の
短
さ
や
、
ホ
ジ
ェ

ン
族
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
不
存
在
を
勘
案
す
る
と
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の

人
々
が
宣
教
師
か
ら
直
接
こ
の「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」を
聞
か
さ
れ
、記
憶
し
、

そ
の
筋
を
自
分
た
ち
の
物
語
と
し
て
同
化
し
、
自
分
た
ち
の
イ
マ
カ
ン
に

取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
機
会
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ

る
。

四
．
イ
マ
カ
ン
は
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
ら
れ
た
か
？

　

イ
マ
カ
ン
は
、
当
然
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
り
謡
わ
れ
た
と
思
い
が
ち
で
あ

る
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
普
通
は
漢
語
で
語
り
謡
わ
れ
、
ホ
ジ
ェ
ン

語
で
演
じ
ら
れ
る
の
は
研
究
者
の
資
料
収
集
の
た
め
で
あ
っ
た
。
で
は

一
九
三
〇
年
代
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

凌
純
声
は
、
十
九
編
の
物
語
採
集
の
説
明
の
中
で
、
下
記
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
「
赫
哲
人
的
講
故
事
，
好
比
中
國
北
方
的
大
鼓
，
南
方
的
蘇
攤
。
所

講
的
故
事
很
長
，
一
個
故
事
常
分
做
好
幾
天
講
。
講
的
時
候
，
講
了
一

段
，
唱
一
段
，
但
都
是
空
口
唱
的
，
無
樂
器
伴
奏
。
他
們
的
故
事
不
是

人
人
都
能
講
，
講
的
最
多
的
一
個
人
亦
祇
有
五
六
個
故
事
。
我
們
此
次

共
蒐
集
到
十
九
個
故
事
，
其
中
有
十
八
個
故
事
，
都
是
口
譯
筆
錄
的
，

惟
有
一
個
叫
做
一
新
薩
滿
的
，
是
赫
哲
人
看
了
滿
文
本
而
口
譯
的
。
這



100

是
一
個
滿
洲
人
的
故
事
。
在
一
九
〇
八
年
俄
人Grebenscikoff  

氏
亦

發
現
這
故
事
的
滿
文
手
抄
本
，
然
至
今
尚
未
發
表（

（
（

。（
凌
の
脚
注　

看　

Shirokogoroff:Social Organization of the M
anchus, Preface,p.11

）」

［
凌
純
声　

一
九
三
四
年　

頁
二
八
二
］

（
訳
：
ホ
ジ
ェ
ン
人
の
物
語
を
語
る
様
子
は
、
中
国
北
方
の
大
鼓
、
南

方
の
蘇
灘
に
よ
く
似
て
、
一
つ
の
物
語
は
数
夜
に
わ
た
り
演
じ
ら
れ

る
。
演
じ
る
と
き
は
、
一
段
語
り
、
一
段
謡
う
、
口
で
謡
う
だ
け
で
、

楽
器
の
伴
奏
は
な
い
。
物
語
を
人
は
誰
で
も
語
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
な
く
、
語
れ
る
人
で
も
多
く
て
五
、六
個
で
あ
る
。
私
た
ち
が
今

回
収
録
し
た
も
の
は
十
九
編
に
な
る
が
、
そ
の
な
か
十
八
編
の
物
語

は
、
通
訳
さ
れ
た
も
の
を
書
き
と
め
た
も
の
で
、
だ
だ
イ
ー
シ
ン
・

シ
ャ
ー
マ
ン
一
編
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
人
が
満
文
の
本
を
見
た
こ
と
が
あ

り
、
通
訳
し
た
。
こ
れ
は
、
満
州
人
の
物
語
で
、
一
九
〇
八
年
ロ
シ
ア

人Grebenscikoff

民
が
こ
の
物
語
の
満
州
語
の
写
本
を
発
見
し
た
が
、

未
発
表
で
あ
る
。）

于
註　

尼
山
薩
満
は
、　

ロ
シ
ア
語
で
一
九
六
一
年
に
初
め
て
発
表
さ

れ
た
［
超
志
忠
著
「
薩
満
的
世
界
ー
尼
山
薩
満
論
」
二
〇
〇
一

年
頁
一
〇
］。

　

彼
に
よ
る
と
、
物
語
は
、「
大
鼓
」
や
中
国
南
部
で
人
気
の
あ
る
演
芸

の
一
種
で
あ
る
「
蘇
灘
」
に
似
て
い
る
と
い
う
。「
口
訳
筆
録
」
と
あ
る
が
、

ホ
ジ
ェ
ン
語
の
テ
キ
ス
ト
は
な
く
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
ら
れ
た
と
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
調
査
の
状
況
と
し
て
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語

ら
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
語
り
謡
っ
た
人
が
訳
し
た
の
か
、
別
の

人
が
訳
し
た
か
明
確
で
な
い
。
最
後
の
一
編
イ
ー
シ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
は

ホ
ジ
ェ
ン
人
が
満
語
の
本
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
通
訳
し
た
。
彼
が
漢
語

で
な
く
、
満
語
で
も
な
く
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
明
確

で
な
い
。

　

今
回
わ
た
く
し
が
調
査
し
た
と
き
、
葛
徳
勝
の
長
男
葛
忠
厚
は
、「
父

は
、普
段
イ
マ
カ
ン
を
語
り
謡
う
と
き
は
、漢
語
で
謡
っ
た
。」
と
話
し
た
。

一
九
八
〇
年
九
月
中
国
民
協
が
赫
哲
族
伊
瑪
堪
抢
救
小
組
を
組
織
し
イ
マ

カ
ン
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
、
語
り
手
を
ホ
テ
ル
に
呼
び

寄
せ
、
集
中
的
に
数
日
に
渡
り
採
録
し
た
。
そ
の
録
音
テ
ー
プ
を
実
際
に

わ
た
く
し
が
聴
い
た
と
こ
ろ
、
調
査
形
式
は
概
ね
、
最
初
に
漢
語
で
あ
ら

す
じ
を
説
明
し
て
か
ら
、
そ
の
後
葛
徳
勝
ら
謡
手
が
一
段
ホ
ジ
ェ
ン
語
で

語
り
、
彼
が
漢
語
で
内
容
を
説
明
し
、
研
究
者
数
人
が
そ
の
場
で
記
録
し
、

次
の
一
段
に
進
ん
で
い
る
。
イ
マ
カ
ン
「
ム
ド
リ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
の
採
録

で
は
、
二
人
の
研
究
者
尤
志
賢
と
暁
寒
が
別
々
の
漢
訳
し
た
も
の
を
「
黒

竜
江
民
間
文
学
21
」
に
発
表
し
て
い
る
。

　

翻
訳
整
理
の
と
き
補
完
さ
れ
、
注
釈
の
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
語
っ
た
本
人
の
通
訳
し
た
原
文
で
な
く
編
集
さ
れ
て
い
る
。

［
尤
志
賢　

一
九
九
〇
年　

頁
一
―
一
〇
六
］ ［
暁
寒　

一
九
九
〇
年　

頁

一
〇
七
―
一
九
〇
］

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
漢
語
教
育
の
普
及
に
よ
り
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
が
使
用

さ
れ
な
く
な
り
、
漢
語
が
日
常
語
と
な
っ
て
い
た
。
ホ
ジ
ェ
ン
語
を
十
分
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理
解
で
き
な
い
聴
き
手
に
は
漢
語
を
使
用
し
て
イ
マ
カ
ン
を
語
り
謡
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
文
化
保
存
の
た
め
研
究
者
対
象
に
特
別
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語

り
謡
っ
た
の
で
あ
る
。
同
席
し
た
黄
任
遠
に
よ
る
と
、
漢
語
で
記
さ
れ
た

物
語
の
メ
モ
が
存
在
し
た
。

五
、「
大
鼓
」・「
説
書
」
と
の
関
係

　

語
り
謡
う
民
間
芸
能
は
、
中
国
各
地
多
く
存
在
す
る
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
を

取
り
囲
む
よ
う
に
多
く
の
漢
族
が
す
ん
で
い
る
状
況
で
は
、
漢
族
の
民
間

芸
能
の
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

凌
純
声
は
、
彼
が
採
集
し
た
十
九
編
の
物
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。『
他
們
的
說
法
和
漢
人
的
唱
大
鼓
書
一
樣
，
說
了
一
段
，
唱

了
一
段
，
而
後
再
說
。
男
子
唱
的
歌
大
都
是
故
事
中
的
一
段
，
從
說
書
人

那
裡
學
來
的
。』［
凌
純
声
頁
一
四
六
］

（
訳
：
彼
ら
の
語
り
方
は
漢
人
が
演
じ
る
大
鼓
書
と
同
じ
で
あ
る
、
一
段

語
る
と
、
一
段
謡
う
、
そ
し
て
再
び
語
る
。
男
の
歌
は
大
部
分
物
語
の
一

段
で
、
説
書
人
（
大
鼓
の
芸
人
）
の
芸
か
ら
真
似
た
も
の
で
あ
る
）

　

し
か
し
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
周
辺
に
住
む
民
族
は
、
説
唱
文
芸
を
持
っ
て

お
り
、エ
ウ
ェ
ン
キ
族
の「
摩
蘇
昆（
マ
ス
ク
ン
）」、満
族
の「
徳
布
徳
林（
ダ

ブ
ダ
リ
ン
）」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
も
と
も
と
語
り
謡

う
形
式
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
説
書
人
の
演
技
を
真
似
た
と
言
い
切

る
の
は
、
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
凌
純
声
が
上
記
の
よ
う
に
記

し
た
の
は
、
採
集
し
た
と
き
話
し
手
の
誰
か
が
そ
う
語
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
１
）「
大
鼓
」・「
説
書
」

　
「
大
鼓
」・「
説
書
」
は
、
中
国
民
間
芸
能
「
曲
芸
」
の
一
種
で
あ
る
。
曲

芸
は
、
簡
単
な
衣
装
で
一
、二
人
の
演
者
が
、
拍
子
木
な
ど
を
持
ち
、
座
り

ま
た
は
立
っ
た
ま
ま
、
舞
台
で
語
り
謡
う
芸
術
で
、
庶
民
と
民
間
芸
人
か

ら
う
ま
れ
た
説
唱
芸
術
と
よ
ば
れ
、
歴
史
は
古
く
、
唐
代
の
「
説
話
」、
宋

代
の
「
説
話
」「
鼓
子
詞
」「
諸
官
調
」、元
、明
、清
に
多
く
の
曲
種
が
あ
る
。

　

ホ
ジ
ェ
ン
族
の
イ
マ
カ
ン
も
各
民
族
が
も
つ
曲
芸
芸
術
の
ひ
と
つ
と
考
え

る
と
、周
辺
民
族
の
曲
芸
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

呉
連
貴
は
、
子
供
の
こ
ろ
書
館
で
芸
能
を
一
日
中
聞
き
、
帰
り
の
船
の
中
で

演
じ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
イ
マ
カ
ン
の
語
り
謡
い
方
も
大
き
な
影

響
を
受
け
る
状
況
に
あ
っ
た
。事
実
、葛
徳
勝
兄
弟
も
、漢
語
で
語
り
謡
っ
た
。

　

一
九
八
二
年
の
統
計
で
は
、
現
在
演
じ
ら
れ
て
い
る
曲
種
は
三
四
一
種

あ
る
。
そ
の
中
で
、
漢
族
の
曲
種
は
、
説
書
を
含
む
評
話
、
相
声
、
快
板
、

鼓
曲
（
大
鼓
）
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
曲
調
、
方
言
、
発
祥
地
域
、
流

行
地
域
に
よ
り
多
く
の
類
似
曲
種
が
あ
り
、
揚
州
評
書
、
山
東
評
書
、
京

韵
大
鼓
、
蘇
州
弾
詞
、
四
川
清
音
な
ど
が
あ
る
。
題
材
は
、
基
本
的
に
は

同
じ
で
、
三
国
や
両
宋
の
歴
史
演
義
で
あ
る
。
曲
芸
が
簡
便
化
し
、
現
在

の
生
活
を
反
映
し
た
題
材
の
作
品
が
演
じ
ら
れ
る
。

　

評
話
に
は
、
評
書
と
評
話
が
あ
り
、
大
書
と
も
呼
ば
れ
る
。
評
書
は
北

京
で
形
成
さ
れ
、
京
津
、
河
北
や
東
北
一
帯
で
流
行
っ
た
標
準
語
で
語
ら
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れ
る
説
書
で
あ
る
。
評
話
は
、
蘇
州
評
話
、
揚
州
評
話
な
ど
方
言
で
語
ら

れ
る
。
両
者
と
も
、
舞
台
の
背
景
、
伴
奏
が
な
く
、
演
技
者
が
語
る
が
、

謡
わ
な
い
。
扇
子
や
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、
口
調
、
声
色
、
手
や
目
で
表
現

し
物
語
を
語
る
。「
七
侠
五
義
」、「
三
国
演
義
」、「
水
滸
伝
」、「
楊
家
将
」、

「
説
岳
全
伝
」
な
ど
を
台
本
に
基
づ
き
講
釈
さ
れ
る
。

　

大
鼓
は
民
間
芸
能
で
、
清
朝
初
期
ご
ろ
山
東
省
や
河
北
省
の
農
村
で
形

成
さ
れ
、
東
北
各
地
に
流
行
し
、
そ
の
後
長
江
、
珠
江
流
域
に
広
ま
っ
た
。

梅
花
大
鼓
、
京
韵
大
鼓
、
京
東
大
鼓
、
西
河
大
鼓
、
楽
亭
大
鼓
、
東
北
大

鼓
な
ど
二
十
種
類
余
り
が
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
、
伴
奏
楽
器
や
旋
律
も

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
一
番
有
名
な
の
は
京
韵
大
鼓
で
、
北
京
、

天
津
で
出
来
て
、
東
北
地
域
で
流
行
し
た
。
半
ば
語
り
、
半
ば
謡
い
、
語

り
と
謡
が
織
り
交
ざ
っ
て
い
る
。
語
り
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

大
鼓
の
短
い
演
目
も
の
は
、「
子
弟
書
」
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。［
井
口
淳
子
一
九
九
九
年　

頁
七
〇
］

　
「
子
弟
書
」
は
満
州
族
生
粋
の
説
唱
文
学
で
、
謡
の
み
で
語
り
は
な

い
。
清
代
の
満
州
八
旗
の
子
弟
が
創
っ
た
書
で
、
満
族
の
伝
統
的
民
謡
と

シ
ャ
ー
マ
ン
の
神
歌
を
基
礎
と
し
て
、
漢
族
の
曲
芸
形
式
を
吸
収
し
て
乾

隆
初
期
に
創
ら
れ
た
［
関
紀
新
二
〇
〇
一
年　

頁
五
四
］。
初
め
は
満
語

で
書
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
満
語
一
行
漢
語
一
行
の
交
互
の
形
式
に
な

り
、
次
に
同
一
行
の
中
に
漢
語
と
満
語
の
単
語
を
用
い
て
書
か
れ
た
形
式

に
な
り
、
後
に
満
語
が
な
く
漢
語
の
み
の
形
式
の
「
子
弟
書
」
に
な
っ
た
。

凌
が
イ
マ
カ
ン
が
大
鼓
な
ど
の
真
似
と
い
う
が
、
大
鼓
も
、
も
と
を
た
だ

せ
ば
満
族
か
ら
影
響
を
う
け
て
お
り
、
イ
マ
カ
ン
も
漢
族
か
ら
影
響
を
受

け
た
か
、
満
族
か
ら
か
、
あ
る
い
は
ホ
ジ
ェ
ン
族
固
有
の
も
の
か
、
明
確

な
区
別
は
付
け
難
い
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。

　

イ
マ
カ
ン
は
、
語
り
と
謡
い
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
伴
奏
楽
器
は
な
く
、

大
鼓
と
説
書
の
両
者
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
居
住
し
た
村

の
周
辺
に
は
漢
族
の
街
が
多
く
あ
り
、
イ
マ
カ
ン
と
同
じ
く
「
謡
い
」・「
語

る
」
伝
統
的
民
衆
演
芸
で
あ
る
「
大
鼓
」
や
「
説
書
」
が
非
常
に
盛
ん
で
あ

る
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々
は
イ
マ
カ
ン
の
謡
い
手
を
含
め
こ
れ
を
好
ん
で
い

る
。
前
出
の
葛
徳
勝
の
長
男
葛
忠
厚
は
、「
父
は
一
九
七
九
年
頃
、
退
職
し

て
か
ら
イ
マ
カ
ン
を
語
り
始
め
た
。
父
は
若
い
頃
、
説
書
を
聞
く
の
が
大
好

き
で
、
家
か
ら
二
三
里
の
富
錦
県
に
あ
る
数
軒
の
書
館
（
説
書
が
演
じ
ら
れ

る
演
芸
所
）
に
週
一
回
程
度
通
っ
て
い
た
。
叔
父
の
葛
長
勝
も
行
っ
た
。
皆

漢
語
で
、
叔
父
は
岳
家
将
な
ど
沢
山
の
古
書
（
古
典
）
を
演
義
で
き
た
。
父

は
歴
史
も
の
が
好
き
で
、
説
書
を
聞
き
、
本
を
読
ん
だ
。」
と
い
っ
て
お
り
、

イ
マ
カ
ン
の
謡
い
手
呉
連
貴
の
長
男
呉
明
新
（
一
九
三
七
年
同
江
生
れ
）
は
、

「
父
呉
連
貴
は
字
が
読
め
な
い
が
、
イ
マ
カ
ン
を
覚
え
て
い
た
。」「
三
七
―

五
八
年
街
津
口
に
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
は
五
十
世
帯
位
住
み
、
朝
鮮
族
、

漢
族
、
満
族
、
回
族
、
ロ
シ
ア
人
が
お
り
、
八
割
が
ホ
ジ
ェ
ン
族
で
、
共
通

語
は
漢
語
で
あ
っ
た
。
村
に
は
何
も
な
く
、
買
い
物
は
同
江
に
行
く
。
同
江

に
は
書
館
が
あ
っ
た
。」
と
い
っ
て
（
二
〇
〇
六
年
八
月
筆
者
調
査
）、
イ
マ

カ
ン
の
有
名
な
謡
い
手
が
こ
の
よ
う
な
民
間
演
芸
を
好
ん
で
い
た
こ
と
を

ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
居
住
地
で
あ
る
饒
河
県
に
つ
い
て
、

二
〇
〇
六
年
の
わ
た
く
し
の
面
接
調
査
で
は
、
姚
中
縉
は
、「
一
九
三
八
年
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頃
、
饒
河
県
は
と
て
も
賑
や
か
な
と
こ
ろ
で
、
ロ
シ
ア
建
築
が
多
か
っ
た
。

教
会
も
二
つ
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
は
ア
ヘ
ン
の
栽
培
を
命
じ
て
、
ア
ヘ
ン
の

産
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
夏
の
八
月
ご
ろ
、
内
陸
の
山
東
省
、
河
北
省
、

依
蘭
な
ど
の
各
地
か
ら
ア
ヘ
ン
を
買
い
に
来
た
。
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
水
路
で
一

週
間
か
か
る
。
来
る
商
人
た
ち
を
相
手
に
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
業
が
あ
っ
た
。

県
内
に
は
三
四
軒
の
茶
館
、
書
館
が
あ
り
、
大
鼓
、
三
弦
、
人
形
劇
な
ど
夏

は
野
外
で
演
じ
ら
れ
た
」
と
語
り
、
説
書
が
演
じ
ら
れ
る
書
館
も
多
く
、
大

鼓
も
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

　

イ
マ
カ
ン
は
、「
大
鼓
を
真
似
た
」
と
も
「
大
鼓
と
同
じ
ル
ー
ツ
を
も
つ
」

と
も
言
え
る
。

（
２
）
イ
マ
カ
ン
と
の
題
材
の
類
似
性

　

こ
れ
ら
民
衆
演
芸
は
、「
謡
い
・
語
ら
れ
る
」
性
質
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
点
で
イ
マ
カ
ン
と
非
常
に
共
通
の
も
の
を
有
し
て
い
る
。

　

わ
た
く
し
が
「
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
採
録
し
た
際
も
、
演
者
で
あ
る

尤
金
良
は
漢
語
の
メ
モ
を
見
て
語
り
謡
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
凌
純
声
の
採

録
し
た
十
九
編
の
一
つ
「
葛
門
主
格
格
」
と
同
一
の
物
語
で
あ
っ
た
。［
于

暁
飛　

二
〇
〇
四
年
］。イ
マ
カ
ン
は
口
承
で
伝
わ
る
文
芸
で
あ
る
が
、一
面
、

話
芸
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
そ
こ
に
民
間
芸
能
で
あ
る
こ
れ
ら
「
大
鼓
」・

「
説
書
」
と
の
共
通
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
当
然
、

題
材
の
採
取
や
内
容
の
決
定
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
題
材
や
内
容
の
点
か
ら
見
る
と
、「
説
書
」
の
題
材
・
内
容
は

古
典
的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
作
が
乏
し
い
の
に
対
し
、「
大
鼓
」
は
、

古
典
物
か
ら
現
代
物
ま
で
幅
広
い
題
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
い
う
違
い

が
あ
る
。
曲
芸
の
題
材
に
、
三
国
演
義
な
ど
の
伝
統
的
な
も
の
だ
け
で
な

く
、「
計
画
生
育
」
や
「
晩
婚
奨
励
」
な
ど
新
し
い
題
材
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

有
名
な
作
家
老
舎
が
書
い
た
抗
戦
鼓
詞
は
有
名
で
あ
る
。
説
書
や
大
鼓
に
は

や
は
り
、
台
本
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
文
学
的
価
値
が
あ
ま
り
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
「
大
鼓
」
の
新
し
い
題
材
や
内
容
が
、
ど
の
よ
う
に
採
取
決
定

さ
れ
る
か
が
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
イ
マ
カ
ン
と
の
関
係
で
重
要
に

な
る
が
、
そ
れ
は
、
演
技
者
自
身
が
編
集
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
科
挙
に
失

敗
し
た
地
方
の
書
生
階
層
の
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
や
資
料
を
渉
猟

し
て
材
料
を
収
集
し
て
物
語
を
編
集
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

聖
書
か
ら
物
語
の
新
し
い
題
材
と
し
て
、
台
本
創
作
に
借
用
さ
れ
、
演
じ

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
説
書
を
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
が
聞
き
、
さ
ら

に
名
前
地
名
を
変
え
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
風
味
を
加
え
、
演
じ
た
こ
と
も
、

可
能
性
が
低
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

台
本
等
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
裏
付
け
は
な
い
。

（
３
）
イ
マ
カ
ン
の
種
類

　

イ
マ
カ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
に
区
別
で
き
る
。

①
古
く
か
ら
口
承
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
。

②
ホ
ジ
ェ
ン
風
俗
を
伝
え
る
イ
マ
カ
ン
を
漢
語
の
文
字
で
伝
え
た
も
の
。

凌
純
声
が
採
録
し
た
物
語
を
読
み
、
子
供
の
頃
聞
き
親
し
ん
だ
イ
マ
カ
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ン
を
再
現
し
た
。

尤
良
金
の
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
は
、
そ
の
も
の
で
あ
る
。
葛
徳
勝
の
五

編
の
イ
マ
カ
ン
の
内
四
編
（
マ
ン
ド
ウ･

モ
ル
ゲ
ン
、
シ
ャ
ン
ソ
ウ
・

モ
ル
ゲ
ン
、
シ
ル
ダ
ル
・
モ
ル
ゲ
ン
、
ム
ド
リ
・
モ
ル
ゲ
ン
）
も
こ
の

本
に
題
材
を
得
て
い
る
。
葛
徳
勝
の
シ
ル
ダ
ル
・
モ
ル
ゲ
ン
は
、
凌
純

声
の
も
の
よ
り
、
内
容
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
イ

マ
カ
ン
を
調
査
し
た
黄
任
遠
の
話
で
は
、「
葛
徳
勝
に
凌
純
声
の
本
の

コ
ピ
ー
を
渡
し
た
の
で
、
読
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。」
と
言
っ
て
い
る
。

③
複
数
の
物
語
を
結
合
し
た
も
の
。

「
ガ
メ
ン
ジ
ュ
・
ガ
ガ
（
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
）」
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
や

満
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
物
語
と
漢
族
の
狐
仙
物
語
と
満
族
の
英
雄
金
兀

術
伝
説
の
三
つ
を
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
兀
術
は
説
書
の
演
目「
岳

飛
」
の
主
要
登
場
人
物
で
あ
る
。「
モ
ト
ウ
・
ガ
ガ
」
は
、
狐
が
化
け

た
ら
し
い
娘
を
妻
に
し
た
が
、
つ
ら
く
当
た
っ
た
た
め
、
逃
げ
ら
れ
、

戻
っ
て
も
ら
う
た
め
に
娘
が
出
し
た
難
題
を
解
決
す
る
モ
ル
ゲ
ン
の
話

し
で
、
漢
族
の
狐
仙
や
嫦
娥
の
話
と
似
て
い
る
。

④
満
州
語
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
。

「
イ
ー
シ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
」
は
、
満
語
の
本
を
見
て
語
り
謡
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
③
の
「
ガ
メ
ン
ジ
ュ
・
ガ
ガ
」
や
「
モ
ト
ウ
・
ガ
ガ
」

は
外
来
の
物
語
、
し
か
も
語
り
、
謡
わ
れ
る
性
格
の
民
衆
の
物
語
が
素
材

と
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
イ
マ
カ
ン
で
あ
る
。

　

こ
の
種
の
イ
マ
カ
ン
が
現
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
な
民
間

演
芸
の
一
つ
と
し
て
、
イ
マ
カ
ン
も
「
大
鼓
」
の
題
材
や
内
容
が
新
た
に

採
取
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
の
書
物
や
資
料
か
ら
素
材
が
入

手
さ
れ
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

六
、
む
す
び

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
凌
純
声
の
採
取
し
た
イ
マ
カ
ン
「
ナ
ウ
オ
ン

バ
ル
ジ
ュ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
」
が
、
内
容
的
相
似
性
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
伝
播
の
可
能
性
か
ら
見
て
も
旧
約
聖
書
創
世
記
の
「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」

を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
経
路
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
諸
点
、
と

く
に
漢
語
訳
旧
約
聖
書
が
比
較
的
早
く
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
ホ

ジ
ェ
ン
の
人
々
の
読
書
能
力
、「
大
鼓
」
や
「
説
書
」
な
ど
イ
マ
カ
ン
と

非
常
に
共
通
す
る
民
間
演
芸
を
ホ
ジ
ェ
ン
の
人
々
や
謡
い
手
が
強
く
嗜
好

し
て
き
た
と
い
う
事
実
の
も
と
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
経
路
」
が
ほ
ぼ
妥

当
な
結
論
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
旧
約
聖
書
の
漢
語
訳
を
読
ん
だ
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
、
あ
る
い
は
イ
マ

カ
ン
の
謡
い
手
自
身
が
ヨ
セ
フ
の
物
語
を
面
白
い
題
材
と
考
え
、
ヤ

ハ
ウ
エ
イ
を
シ
ャ
ー
マ
ン
神
に
置
き
換
え
、
翻
案
し
て
イ
マ
カ
ン
と

し
て
作
っ
た
。
あ
る
い
は
、
凌
純
声
に
聞
か
せ
た
。

②	「
大
鼓
」
の
新
作
を
手
が
け
て
い
る
よ
う
な
知
識
層
が
旧
約
聖
書
の

漢
語
訳
を
読
ん
で
「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」
を
大
鼓
の
題
材
に
適
当
と
考

え
採
用
、中
国
版「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」を
作
っ
た
。
こ
の
演
技
を
ホ
ジ
ェ

ン
族
の
人
が
聴
い
て
、
イ
マ
カ
ン
に
取
り
入
れ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
凌
純
声
は
、
彼
に
語
り
謡
っ
た
人
の
名
は
明
ら
か
に
し
て
お

ら
ず
、
①
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。
ま
た
、
②

に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
国
版
「
ヨ
セ
フ
の
物
語
」
の
台
本
は
い
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
①
・
②
何
れ
も
仮
説
の
域
を
出
な
い
。

　

今
後
は
、「
大
鼓
」
や
「
説
書
」
な
ど
形
式
を
同
じ
く
す
る
民
衆
演
芸
と

イ
マ
カ
ン
と
の
繋
が
り
や
そ
こ
か
ら
イ
マ
カ
ン
に
及
ぼ
さ
れ
る
影
響
を
さ

ら
に
掘
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
凌
純
声
の
調
査
メ
モ
か
ら
歌
い
手
氏
名
が

判
明
し
な
い
か
の
調
査
、
あ
る
い
は
②
の
大
鼓
の
台
本
の
発
掘
な
ど
に
力

を
注
ぎ
、
こ
れ
ら
の
仮
説
を
よ
り
確
度
の
高
い
も
の
に
す
る
べ
く
努
力
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。
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